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インターネット経由での利用者からの相互

貸借申込受付

Q:インターネット経由で利用者から相互貸借の

申込みを受付ける場合の，システム・業務のなが

れについて，メリット・デメリットを含めて教え

てください。　　　　　　（T大学図書館司書）

Al：新潟大学附属図書館では，平成8年10月

より，「質料発注システム」によるオンラインで

の園薯・雑誌の購入依頼および文献複写依頼の申

込受付サービスを開始した。

本システムは，当挙が現在使用している（株）

リコーの図習館情報システムLIMEDIOの機能を

補完するものである。本システムでは，WWW

ブラウザを利用し，「利用者用」および「管理者

用」のホームページで利用登録申込，園苫購入・

文献擬写の依帆　利用者情報の管粗　帳票の管理

巷行う。

また，依概内容の送付・確認手段とLて電子メー

ルを使用している。利用者から，図書購入・文献

複写の依頼右党け取り，LIMEDIOのワークステー

ションに接続されているプリンタに帳票として出

力する（閻1：参考文献1）より引用〕。

以下，「文献複写依瓶」を例としてシステムの

流れを簡単に説明したい。

1．システムの流れ

1）システムの利用申込み

本システムを利用する場合，まず利用者登録を

行う。WWWブラウザを利用して「資料発注シ

ステム」のホームページ（図2）にアクセスする0

「資料発注システムの利用申込」のホームページ

（図3〕を開いて利用申込みを行う。

システムが利用申込みを受け付ける〔仮登録〕

と，申込み確認書を自動作成し，申込者に電子メー

国3．「資料発注システムの利用申込」のホームページ
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図1．資料発注システム



ルで送付する｡申込者は確認書をプリントアウト

し,押印の上,図書館のシステム管理者-提出す

る｡

システム管理者は,確認書受理確認後,利用の

可否を決定し, ｢資料発注システム管理｣のホー

ムページを開き,利用者登録の正式登録化を行う｡

正式登録化が完了すると,システム利用時のパス

ワードが記入された正式登録通知が電子メールで

申込者へ送付される｡

2) ｢文献複写依頼｣申込方法

図2のホームページから｢文献複写依頼｣をク

リックする｡

ログイン名とパスワードの問い合わせに対して

入力すると図4のホームページが表示される｡

雑誌名,巻,守,頁等の必要事項を入力後,同

ページ下の｢実行｣ボタンをクリックすると,依

顧内容の電子メールがあらかじめ指定したメール

アカウントに｢依頼メール｣として送信されると

ともに利用者宛にも通知される｡

3)依頼メールの確認と帳票のプリントアウト

利用者からの依頼を受け取るとLIMEDIOのワー

クステーションに接続されているプリンタに帳票

図4. ｢文献複写依頼｣のホームページ
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(文献複写申込書)として出力する｡帳票は,刺

用者の所属により,中央館ないし分館のプリンタ

に出力される｡

依頼メールの内容は中央館,分館のワークステー

ションで開いて確認する｡依頼メールの記述をコ

ピー&ペーストで, ILL画面に入力することがで

きる｡

2.システム導入による業務の変化

本システムの導入前後で,業務上特に大きな変

化はない｡

複写料金の受け取り等の事務手続き上,やはり

帳票のプリントアウトは必須であり,現時点では

本システムの導入がペーパーレス化につながって

はいない｡

3.システム導入によるメリット･デメリット

1)メリット

･図書館へ足を運ばなくても,研究室等から申込

みが可能になった｡

･図書館のサービス時間外でも利用できる｡

･申込みのメールの記述をコピーしてILLでの

申込みに利用できる｡

･申込書が非常に読みやすい｡文字が汚くて読め

ないということがないし,論題と資料名,巻と

貢が判別できないということもない｡

･メールに対するリプライで,問い合わせや到着

の連絡も可能である｡研究室になかなか電話連

絡のつかない時,電話で説明するには内容が複

雑な時など便利である｡

2)デメリット

デメリットは特にない｡強いてあげれば,

･利用者の管理(仮登録から正式登録への切り換

え等)が必要｡

･メールに対するリプライ機能使用時にViエディ

タで行うため多少複雑で慣れが必要である｡文

献到着時の連絡は,まだ電話連絡が主｡
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4.利用者の反応

本システムの利用者は,本学の教員,職最 大

学院生,研究生に限定しているが,システム運用

開始から1年少し経過した平成9年12月1日現

荏,システム正式登録者は全学で295名に上って

いる｡うち,医学系の部局のある旭町地区での正

式登録者数は138名であるo

また,利用件数(運用開始から1年間の合計)

は,

･図書･雑誌購入依頼 915件(0件)

･文献複写依頼 2,801件(1,424件)

となっている｡件数は全学の合計｡括弧内は医学

系分館である旭町分館の内数｡件数のカウントに

は利用者の操作ミスで同じ申込みが複数回あった

等の事情は反映されていない｡

利用者からも,研究室から簡単に申込みが可能

になったと大変好評である｡

参考文献

1)資料発注システム管理者マニュアル. (槻リコーソ

フトウェア事業センター;1996 (非売品).

2)資料発注システム利用者マニュアル. ㈱リコーソ

フトウェア事業センタ- ;1996 (非売品).

(新潟大学附属図書館旭町分館 高橋 千夏

chikn@medlib.lib.niigata-u.ac.jp)

A2 :神戸大学附属図書館では, 1997年4月よ

り電子メールによる文献複写申込み受け付け(餐

料借り受けも含む)を始めました｡利用できるの

は,学内に電子メールのアドレスを持っ教官･職

員です.医学部分館ではそれに加え,院生も利用

できることとしました｡自然科学系図書館(理学

部･工学部･農学部･自然科学研究科に対応して

いる)では,文献複写申込みのうち4剖が電子メー

ルで送られてきたということでしたが,医学部分

館では1割弱というところです｡図書館の立地条

件の違いと,仕事上パソコンをどの程度利用して

Q&A

いるかの違いによるものと思われますo

申込みの様式は図書館で作成し,取り込み方法

を｢神戸大学附属図書館報｣と｢図書館だより｣

(医学部分館のニュース),インターネットの図書

館のホーム･ページで知らせています｡

業務の流れは,

1.申込み画面をコピーする｡

2. "受け取りました｡医学部分館"とメッセー

ジをつけて返送する｡

3. ILLで申込む｡

4.文献(資料)が届いたら,チェックの後

"届きましたので取りにおいで下さい｡''

とメッセージを送るo

5.問い合わせや``入手不能"の時もメール

を送る.

亀子メールで固♯鎗へ学外文献の申込みができます

研究塞にいILカiら学外文収Q)汝写申込みができaようになtl生した.

(&甘.鑑A
･研捷旺･族生のみで1-.

)

○フ*-マプトは次の護りICす.モれぞれ放り込んでご利用下さい.

ftp://ftp･ =b･ bbru･ ･Q. jp/pLb作UKL臥/fdrbt4t, ]h ()l&コード)

(Dr-t,･FJ (SlllFT jl&コード)

0電子メール申込み4)アドレスはipkLJlllb.kBh'-u,l¢. jp でナ.

Ohttp:/^r-. ‖b. kob4-tl.拭. Jp′lE-klJのなかの日簸で故燕の上､

医学称分Jeに標茶Lていない切さの7tお申しiaみ下さい.

o1放文ごとに田(ポスト)してくださいh.
0支払が届巷政策メールでご謀姑致しまナ.
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罷立大字に簡裁のない場合

申込みはできません.
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というところです｡

3枚複写の申込用紙を,電子メール画面のコピー

に変えただけなので,業務としては従来どおりで

す｡申込み画面からILLの画面に切り替えるこ

とができ,また,経費の組み替えもできるという

ようなことになれば, ``ペーパーレス''も夢では

なくなるかもしれません｡しかし,医学部の特殊

事情として,私費での文献取り寄せが大部分なの

で,そうそうは変わらないと思います｡

利用者にとっては``研究室に居ながらにして"

申込みができる,というのは大きなメリットだと

思います｡ ｢欲しいと思ったときに,すぐ申し込
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めるのは非常に便利です｡｣と,利用される先生

はおっしゃっています｡

図書館員にとっては,来館申込みと電子メール

という2つの方式が混在するのは煩雑ですし,電

子メール分は現金収納書類作成用(国立大学独自

のもの?)にコピーが必要です｡しかし,鮮のあ

る文字(?!)を判読する苦労がなくなったことと,

問い合わせや到着連絡の時,先生方に連絡がとれ

なくて苦労していたのが,電子メールだと確実に

連絡できるようになったことがメリットと言える

と思います｡

(神戸大学附属図書館医学部分館 野上 明美)
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